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☆
…
松
代
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
七
月
二
十
九
日
に
…
☆

☆
…
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
過
疎
防
止
協
力
者
の
表
彰
…
挙

☆
…
式
を
行
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
☆

国でも

めての試み
全
始

～過疎歯止め1の顧いをこめて～
　
今
回
表
彰
さ
れ

た
者
は
、
過
疎
現

象
の
激
し
い
世
代

に
も
か
か
わ
ら
ず

多
数
の
お
子
さ
ん

を
町
内
に
定
着
さ

せ
た
夫
婦
と
、
多

数
の
お
子
さ
ん
を

産
み
育
て
て
い
る

百
三
組
の
夫
婦
が

表
彰
さ
れ
た
。

　
約
一
六
〇
名
が

参
列
し
て
、
式
は

午
前
十
時
に
始
ま

り
「
松
代
町
を
は

ぐ
く
み
伝
え
て
下

さ
っ
た
祖
先
の
霊

に
対
し
」
全
員
で

鰍
禧
を
さ
さ
げ
、

会
長
で
あ
る
秋
山

町
長
が
被
表
彰
者

の
労
を
ね
ぎ
ら
い

今
後
益
々
町
の
発

展
に
寄
与
下
さ
る

こ
と
を
期
待
し
な

が
ら
、
あ
と
四
、

五
年
で
二
五
三
号

線
の
改
修
に
よ
る

無
雪
道
路
の
実
現

と
北
越
北
線
の
開

通
に
よ
る
出
稼
者

の
土
帰
月
来
の
実

現
な
ど
今
後
松
代

町
が
都
会
の
住
宅

地
と
し
て
発
展
す

る
夢
を
折
り
込
ん

だ
式
辞
が
あ
り
、

百
三
組
の
ご
夫
婦
に
表
彰
状
と
記
念
品

が
秋
山
町
長
の
手
か
ら
一
人
一
人
に
贈

ら
れ
た
。
　
　
　
　
．

東
頸
城
社
会
福
祉
事
務
所
川
端
所
長
、

松
代
町
議
会
小
堺
議
長
、
民
生
委
員
協

議
会
倉
石
総
務
さ
ん
の
祝
辞
が
あ
り
、

地
元
民
謡
ク
ラ
ブ
の
踊
り
と
自
衛
隊
音

楽
隊
の
歌
と
演
奏
の
祝
い
を
受
け
な
が

ら
、
ビ
1
ル
と
お
赤
飯
の
接
待
を
受
け

て
、
午
後
一
時
過
ぎ
小
堺
議
長
の
音
頭

で
万
才
を
三
唱
し
て
幕
を
開
じ
た
。

　
こ
の
た
び
表
彰
さ
れ
た
一
〇
三
組
の

ご
夫
婦
の
方
々
の
氏
名
は
二
頁
へ
掲
載

の
と
お
り
で
す
。

被表彰者と、町長のねぎらいのことば
　　　　　　　　　　（式場一一一総合センター3階大ホール）
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表
彰
者
名
簿

◎
多
数
の
お
子
さ
ん
を
松
代
町

　
に
定
着
さ
せ
た
親
（
順
不
同
）

　
（
昭
和
三
十
八
年
一
月
一
日
以
後
三
人
目

　
以
降
の
子
を
定
着
さ
せ
併
せ
て
三
人
以

　
上
の
子
が
町
内
に
定
着
し
て
い
る
事
）

　　　　千下田菅小　　　松〃〃〃〃　〃〃〃　〃　〃　〃荒〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

　　　　年山沢刈戸　　　代
鈴
木
勝
太
郎
・
ハ
ツ

鈴
木
　
庄
栄
・
ハ
ナ

市
川
　
盛
司
・
ト
ク

鈴
木
　
芳
平
・
ク
ヨ

高
野
福
次
郎
・
ト
シ

関
谷
文
治
郎
・
ネ
ン

柳
　
赫
治
郎
・
ミ
ッ
子

柳
　
　
良
作
・
タ
ミ

鈴
木
重
太
郎
・
ハ
ナ

柳
　
　
金
蔵
・
ヨ
リ

鈴
木
　
熊
一
・
ス
ギ

福
島
　
政
市
・
弥
生

福
島
喜
平
次
・
サ
キ

関
谷
三
太
郎
・
イ
ネ

五
十
嵐
伊
勢
一
郎
・
ハ
マ

山
賀
　
正
成
・
シ
ゲ

柳
　
卯
八
郎
・
タ
マ

宮宮市高関
沢沢川橋谷

謙
作
・
キ
ヌ

清
麿
・
ハ
ナ
エ

正
義
・
ッ
子

倉
治
・
ケ
イ

源
平
・
キ
ミ

宮
沢
一
太
郎
・
ソ
ノ

宮
沢
庸
太
郎
・
ス
イ

柳
　
半
次
郎
・
モ
ミ

柳
栄
策
・
リ
ヤ
ウ

高
橋
　
勝
平
・
モ
ミ

柳
　
　
八
郎
・
子
ン

高
橋
　
忠
平
・
モ
ト

（
写
事
雑
難
観
ん
夫
婦
）
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真
作
・
シ
ズ

利
作
・
フ
、
・
・

政
直
・
タ
マ

応
助
・
カ
ツ

小
堺
三
太
夫
・
タ
マ
ノ

若
井
長
太
郎
・
サ
ワ

小
堺
　
政
蔵
・
マ
サ

斉
藤
良
太
郎
・
ヨ
カ

政
一
・
ミ
チ

文
蔵
・
ト
リ

藤
吉
・
カ
ツ

正
武
・
シ
ゲ

山
本
吉
太
郎
・
カ
ヨ

小
島
仙
太
郎
・
マ
サ
エ

山
本
定
二
三
・
マ
ッ
エ

若
月
　
為
雄
・
ハ
マ

柳
　
　
禎
吉
・
ヲ
ヨ

石
田
達
三
郎
・
リ
ヤ
ウ

室
岡
　
久
助
・
マ
ッ
ノ

高
橋
竹
之
亟
・
マ
ス

高
橋
　
卯
八
・
カ
ツ

山
岸
興
四
郎
・
サ
ヲ

井
上
　
政
治
・
カ
ル

小
堺
　
重
忠
・
ハ
ナ

仲
村
竹
治
郎
・
ヨ
シ

清
栄
・
モ
ミ

岩
吉
・
キ
ク

庄
作
・
キ
ョ

福
平
・
キ
ク
ノ

徳
義
・
ト
ラ

与
吉
・
ヨ
シ
ノ

吉
一
・
マ
セ

格
治
・
コ
ノ

◎
多
数
の
お
子
さ
ん
を
産
み
育

　
て
た
親

　
（
昭
和
三
十
八
年
一
月
一
日
以
後
四
人
目

　
以
降
の
子
が
出
生
し
、
四
人
以
上
の
子

　
が
生
存
し
て
い
る
こ
と
）

松
　
代

　
〃
　
〃
小
荒
戸

　
〃
太
　
平

↑
．
・
－
　
　
“
り

濯r

　
　
」
ハ

　
〃
田
　
沢

　
〃
下
　
山

相柳関笠富鈴植柳
沢　谷原沢木木

　
誼
・
清
子

一
義
・
サ
ト
子

訓
弘
・
ミ
チ

　
茂
・
い
ゐ
子

政
敏
・
和
子

和
雄
・
キ
ョ
江

栄
作
・
ツ
ギ

十
郎
・
ケ
イ

久
松
・
マ
ス

市
川
寅
太
郎
・
リ
カ

宮
沢
　
　
勲
・
シ
マ

（2）
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美カスみツシマクカトス巳タヨ喜シ信トト陽タキ
恵ヨミちネサセラネミミ喜キチ代ゲ子リク子ミン
子　　子　　子　　子　　　　子

　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
竹
　
所

　
濁
木
和
田
原

若
井
孫
太
郎
・

若
井
山
岸
若
月
山
本

、
小
島
小
島
猪
之
平
・
ク
ラ

柳
卯
吉
・
マ
セ
子

小
林
　
繁
由
・
シ
サ

高
橋
　
信
雄
・
ッ
ネ

小
堺
　
良
一
・
み
ち
子

仲
村
　
国
松
・
ス
ミ

高
橋
　
　
進
・
カ
ヨ

斉
木
　
賢
秀
・
美
恵
子

草
村
　

昇
・
ミ
ナ
子

永
井
　
長
則
・
貞
子

佐
藤
　
哲
三
・
タ
ツ

小
堺
　
久
松
・
サ
ダ
子

中
条
　
　
登
・
キ
ク
ヨ

佐
藤
　
　
進
・
美
枝
子

中
沢
、
辰
男
・
セ
ッ
子

原
　
稿
　
募
　
集

一
、

二
、

三
、

五四
、　　、

〆
切
及
び
宛
先

毎
月
二
十
五
日
ま
で
に
教
育
委
員

会
事
務
局
へ

字
　
数

　
一
、
○
○
○
字
以
内

内
　
容

①
生
産
を
高
め
た
体
験
談
。

②
生
活
改
善
に
成
功
し
た
体
験
又

　
は
松
代
町
の
環
境
で
容
易
に
実

　
現
で
き
る
理
想
文
。

③
そ
の
他
か
く
れ
た
美
談
。

匿
名
で
も
結
構
で
す
。

採
用
の
も
の
に
は
薄
謝
を
差
上
げ

ま
す
。

問
答
欄
に
つ
い
て

　
み
な
さ
ん
の
知
り
た
い
こ
と
に
つ
い

て
、
こ
の
欄
を
と
お
し
て
で
き
る
か
ぎ

り
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
し
く
お
間
合
せ
下
さ
い
。



○
－

ー
ー
ー町
議
会
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
去
る
七
月
十
九
日
松
代
町
議
会
臨
時

会
が
開
催
さ
れ
－
報
告
事
項
第
一
号
と

し
て
昭
和
四
十
七
年
度
松
代
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
三
号
）
が
町
長
専
決

事
項
と
し
て
、
才
入
・
才
出
、
そ
れ
ぞ

れ
一
〇
万
円
を
追
加
し
、
才
入
・
才
出

予
算
の
総
額
を
、
才
入
・
才
出
そ
れ
ぞ

れ
六
億
六
、
三
九
二
万
一
千
円
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
本
年
は
、
松
代
町

農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う

委
員
の
推
薦
者
が
議
会
議
員
側
か
ら
提

案
さ
れ
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か

の
事
件
と
し
て
、
松
代
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
四
号
）
が
議
決
き
れ
ま
し

た
そ
の
事
件
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

議
第
一
号
　
昭
和
四
十
七
年
度
松
代
町

　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
四
号
）
に

　
つ
い
て
◎

　
（
才
入
・
才
出
と
も
に
一
、
〇
二
五
万

　
九
千
円
を
補
正
、
予
算
現
額
六
億
七
、

　
四
一
八
万
円
を
議
決
、
主
な
補
正
額
）

◎
才
入

、
国
庫
支
出
金

　
県
　
支
出
金
’
』

』
、
町
、
　
　
債

・
繰
　
越
　
金

、
鵯
寄
　
附
　
金
－

◎
才
出

　
△
民
生
費

五
八
○
万
．
二
千
円

　
一
ー
○
○
万
○
千
円

、
二
六
〇
万
○
千
円

、
・
五
七
万
六
千
円

　
二
八
万
○
千
円

　
（
松
代
地
区
児
童
遊
園
地
設
置
費
）

　
　
工
事
負
担
金
　
一
〇
六
万
○
千
円

　
　
備
品
費
、
其
他
　
　
五
〇
万
○
千
円

p
△
災
害
復
旧
費
　
八
六
九
万
九
千
円

　
（
松
代
、
大
島
線
災
害
復
旧
費
）

　
　
工
事
費
八
一
六
万
三
千
円

　
』
需
用
費
、
其
他
　
　
五
三
万
六
千
円

議
第
二
号
　
松
代
町
農
業
委
員
会
委
員

　
の
推
薦
に
つ
い
て
。

”
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
第
十

　
二
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
松
代
町

　
農
業
委
員
会
の
委
員
、
二
名
が
議
会

　
議
員
よ
り
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
室
野
　
　
村
山
宇
一
郎

　
　
儀
明
　
　
小
堺
平
治
郎

　
　
　
　
　
　
一
五
六
万
○
千
円

町
民
プ
ー
ル
第
三
号
完
成

　
町
で
は
体
育
振
興
の
一
環
と
し
て
昭

和
四
十
五
年
以
来
地
域
毎
に
町
民
ブ
ー

ル
の
建
設
を
進
め
て
お
り
、
本
年
度
事

業
の
第
三
号
プ
ー
ル
（
山
平
地
区
・
蒲

生
に
建
設
）
が
七
月
二
十
日
完
成
し
二

十
六
日
に
プ
ー
ル
開
き
の
式
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ー
ル
は
長
さ
二
五
窩
六
コ
ー

ス
（
巾
一
三
勉
）
の
大
プ
ー
ル
の
ほ
か
、

ジ
ニ
ア
プ
ー
ル
（
水
面
積
九
〇
卿
・
八

角
形
）
、
完
全
設
備
の
管
理
棟
な
ど
建

設
さ
れ
第
一
号
（
松
代
）
第
二
号
（
室

野
）
に
劣
ら
ぬ
立
派
な
プ
ー
ル
で
す
。

　
本
体
工
事
費
は
一
、
三
七
一
万
円
で
、

長
岡
市
の
山
崎
組
（
町
の
総
合
セ
ン
タ

ー
を
建
設
し
た
業
者
）
の
建
設
で
、
設

計
は
安
塚
町
の
増
田
設
計
事
務
所
で
す

　
プ
ー
ル
の
開
設
時
間
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
ω
午
前
九
時
～
十
一
時
。

　
②
午
前
十
二
時
～
午
後
二
時
。

　
⑥
午
後
二
時
三
十
分
～

　
　
　
　
　
　
　
午
後
四
時
三
十
分
。

　
環
境
の
違
う
新
し
い
プ
ー
ル
で
泳
ぐ

こ
と
も
楽
し
い
も
の
松
代
奴
奈
川
地
区

の
方
も
ど
し
く
お
出
か
け
下
さ
い
。

（
完
成
さ
れ
た
町
民
ブ
ー
ル
第
三
号
ー
蒲
生
）

町
農
業
委
員
会
委
員

　
　
闇
般
選
挙
終
る

　
　
　
投
票
率
は
九
〇
・
七
％

　
松
代
町
農
業
委
員
会
委
員
の
一
般
選

挙
は
去
る
七
月
七
日
に
告
示
さ
れ
、
十

四
日
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和

二
十
六
年
に
「
農
業
委
員
会
等
に
関
す

る
法
律
」
』
が
施
行
さ
れ
、
委
員
会
制
度

が
新
発
足
し
」
そ
の
後
、
■
数
次
に
亘
っ

て
改
正
を
重
ね
て
今
日
に
い
た
っ
て
い

ま
す
。
第
一
回
の
統
一
選
挙
は
、
昭
和

二
十
六
年
八
月
に
実
施
さ
れ
、
そ
し
て

昭
和
四
十
七
年
七
月
に
第
八
回
の
選
挙

が
実
施
さ
れ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
委
員
の
任
期
は
三
年
で
あ
り
ま
す

の
で
、
次
回
は
昭
和
五
十
年
七
月
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
新
し
く
皆
さ
ん
か
ら
選
ば
れ
、
松
代

町
農
業
委
員
会
委
員
に
当
選
さ
れ
た
方

の
住
所
、
氏
名
、
得
票
数
を
ご
紹
介
致

し
ま
す
。

　
住
所

　
小
荒
戸

　
小
屋
丸

　
松
　
代

（
敬
称
略
）

　
　
氏

　
富
沢

　
市
川

　
樋
口

小
池
（
寺
田
）
山
岸

仙
　
納

伊信　和名
松次篤平

　
　
　
　
　
室
岡
恒
太
郎

室
野
（
竹
所
）
五
十
嵐
次
郎

東
　
山
　
　
山
岸

小
池
（
蒲
生
y
馬
場

室
　
野
　
　
米
持

犬
　
伏
　
　
山
本

慶春利秀
一行正治

得
票
数

四
四
一

三
六
四

三
五
八

三
二
九

三
一
〇

三
〇
八

三
〇
四

二
九
一

二
七
〇

二
五
五

　
以
上
当
選
さ
れ
た
松
代
町
農
業
委
員

会
委
員
の
こ
れ
か
ら
の
任
務
内
容
は
、

農
地
に
つ
い
て
は
、
戦
後
行
な
わ
れ
た

農
地
改
革
の
成
果
を
維
持
す
る
た
め
、

農
地
の
権
利
移
動
、
転
用
等
に
つ
き
一

定
の
制
限
を
課
す
る
と
と
も
に
、
こ
の

制
限
に
違
反
し
た
行
為
は
、
そ
の
効
力

を
生
じ
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
、
農
業
委
員
会
は
、
農
地
の

権
利
移
動
、
転
用
、
小
作
地
の
所
有
等

に
つ
い
て
自
ら
許
可
を
し
た
り
、
あ
る

い
は
都
道
府
県
知
事
が
許
可
を
す
る
に

あ
た
っ
て
意
見
書
を
付
し
て
知
事
に
書

類
を
進
達
す
る
と
い
う
重
要
な
任
務
を

果
た
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
農
地
に
つ
い
て
の
こ
の
よ
う
な
私
的

法
律
関
係
に
対
す
る
制
限
介
入
を
農
業

委
員
会
が
適
切
に
行
な
う
た
め
に
は
、

農
業
事
情
に
精
通
し
た
者
の
意
見
を
と

り
入
れ
る
と
と
も
に
、
農
民
の
意
向
を

十
分
反
映
さ
せ
て
そ
の
納
得
を
う
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
た
め
農

業
委
員
会
の
組
織
も
農
民
に
よ
り
直
接

選
ば
れ
た
委
員
が
中
心
に
な
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

（3）



（4）

”
走
り

方
”

べ
カ
ラ
ズ
帳
り
1
0
訓
“
、

㈱
）
撚
羅
鱗
繰

　
　
　
　
　
ち
で
す
か
。
と
い
っ
て
も

月
は
5
～
10
訓
、
を
確
実

に
履
行
し
て
い
れ
ば
、
あ

な
た
は
り
っ
ば
な
安
全
運

転
者
と
な
れ
ま
す
。
車
に

乗
る
前
に
必
ず
復
唱
い
た
し
ま
し
よ
う

⑤
　
ア
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ク
に
上
達
す
る

　
こ
と
o

　
　
あ
な
た
は
、
す
ぐ
ブ
レ
ー
キ
に
頼

　
る
癖
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？
。

　
　
腕
の
い
い
安
全
ド
ラ
イ
バ
ー
ほ
ど

　
ブ
レ
ー
キ
を
乱
用
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
運
転
の
値
打
ち
は
、
ア
ク
セ
ル
・
ワ

　
ー
ク
で
き
ま
る
も
の
。
運
転
に
余
裕

　
の
な
い
人
ほ
ど
、
す
ぐ
ブ
レ
ー
キ
に

　
す
が
り
つ
い
て
い
ま
す
。
エ
ン
ジ
ン

　
ブ
レ
ー
キ
を
、
単
な
る
ブ
レ
ー
キ
と

　
思
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
も
っ
と
自

　
動
車
の
運
転
に
、
強
く
な
る
こ
と
が

　
必
要
で
す
。

⑥
も
っ
と
合
図
に
気
を
つ
か
う
こ
と

　
　
あ
な
た
の
合
図
は
、
相
手
に
わ
か

　
る
と
思
っ
て
い
ま
す
か
？

　
　
ほ
と
ん
ど
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
自

　
分
の
こ
と
だ
け
考
え
た
合
図
し
か
出

　
ま
せ
ん
。

　
　
合
図
は
、
相
手
に
自
分
の
意
志
を

　
伝
え
て
、
は
じ
め
て
効
果
の
あ
る
も

　
の
。
合
図
に
気
を
配
る
よ
う
に
な
れ

　
ば
、
運
転
の
中
味
も
安
全
に
な
り
ま

　
す
。
き
み
の
合
図
は
、
い
つ
も
遅
す

　
ぎ
る
よ
う
で
す
ね
。

⑦
　
車
間
距
離
は
ム
ダ
で
は
な
い
。

　
　
あ
な
た
の
車
間
距
離
は
、
ど
の
く

　
ら
い
あ
り
ま
す
か
？

　
　
車
間
距
離
を
と
っ
て
走
れ
ば
、
車

　
は
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
る
も
の
で
す
。

　
ム
リ
し
て
距
離
を
つ
め
て
み
て
も
、

　
何
の
利
益
も
な
い
の
に
、
ど
う
し
て

　
そ
ん
な
に
つ
め
る
癖
が
直
ら
な
い
の

　
で
す
か
。

　
　
安
全
、
ま
ず
、
し
っ
か
り
し
た
知

　
識
と
技
り
よ
う
で
考
え
た
い
も
の
。

　
運
転
の
意
識
は
、
技
り
よ
う
で
高
め

　
な
く
っ
ち
あ
ね
。

⑧
　
追
越
し
は
最
後
の
方
法
。

　
　
あ
な
た
の
追
越
し
は
、
完
全
で
す

　
か
？

　
　
他
人
の
前
に
ば
か
り
出
た
が
る
ケ

　
チ
な
根
性
で
追
越
し
を
や
っ
て
は
い

　
ま
せ
ん
か
。
ほ
ん
と
う
の
追
越
し
と

　
は
、
ど
ん
な
こ
と
か
知
っ
て
い
ま
す

　
か
。
あ
な
た
の
追
越
し
で
、
自
分
も

　
相
手
も
、
生
命
を
捨
な
い
よ
う
に
！

　
追
越
し
は
、
最
後
に
必
要
な
手
段
で

　
す
。
そ
の
と
き
は
、
完
全
正
確
に
。

⑨
　
車
の
調
子
に
自
信
は
？

　
　
あ
な
た
は
、
自
分
の
車
の
整
備
や

　
点
検
を
、
怠
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
？

　
　
車
に
乗
っ
て
も
、
ブ
レ
ー
キ
の
点

　
検
す
ら
、
気
が
つ
か
な
い
人
が
い
ま

教
則
腕
だ
め
し

　
す
、
ブ
レ
ー
キ
灯
や
ウ
イ
ン
カ
ー
の

　
つ
か
な
い
車
が
、
知
ら
ん
顔
し
て
走

　
っ
て
い
ま
す
。
車
が
片
輪
に
な
れ
ば

　
あ
な
た
の
運
転
も
片
輪
な
の
で
す
。

　
交
通
も
、
社
会
を
つ
く
っ
て
い
ま
す

　
社
会
人
と
し
て
、
落
第
生
に
な
ら
な

　
い
よ
う
に
、
あ
と
で
、
ブ
レ
ー
キ
が

　
効
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
…
…
で
は
決

　
し
て
と
お
り
ま
せ
ん
。
覚
悟
は
、
よ

　
い
で
し
よ
う
ね
。

⑩
言
い
わ
け
を
す
る
な
か
れ
。

　
　
あ
な
た
は
、
何
か
失
敗
す
る
と
、

　
す
ぐ
言
い
わ
け
を
し
て
い
ま
せ
ん
か

　
　
車
を
運
転
す
る
か
ら
に
は
、
何
が

　
起
こ
ろ
う
と
、
言
い
わ
け
を
す
る
よ

　
う
な
ヒ
キ
ヨ
ゥ
な
マ
ネ
を
す
る
も
の

　
で
は
な
い
の
で
す
。

　
　
責
任
は
、
自
分
が
負
う
べ
き
も
の

　
相
手
の
せ
い
に
し
た
り
、
ひ
ど
い
の

　
は
車
の
せ
い
に
し
て
い
る
で
し
よ
う

　
男
ら
し
く
な
い
運
転
な
ら
、
す
ぐ
に

　
で
も
運
転
を
や
め
た
ら
い
い
の
で
す

　
そ
う
は
思
い
ま
せ
ん
か
！

　
　
　
　
　
人
と
車
か
ら

あ
な
た
は
知
つ
て
い
ま
す
か
？

　
四
月
一
日
か
ら
運
転
免
許
学
科
試
験

の
方
法
が
、
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

今
ま
で
の
試
験
は
、
法
令
と
構
造
の
二

つ
に
分
か
れ
て
お
り
、
双
方
に
合
格
し

な
け
れ
ば
、
学
科
試
験
に
合
格
し
た
と

は
み
な
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ

が
今
回
の
改
正
で
学
科
試
験
は
一
元
化

さ
れ
、
法
令
、
構
造
、
安
全
運
転
の
知

識
等
の
各
内
容
が
盛
り
こ
ま
れ
た
一
つ

の
試
験
で
、
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
出
題
範
囲
は
す
で
に

一
般
に
公
表
さ
れ
て
い
る
「
交
通
の
方

法
に
関
す
る
教
則
」
の
内
容
か
ら
出
さ

れ
、
そ
の
形
式
も
○
×
式
（
正
誤
式
一
）

で
一
〇
〇
問
出
題
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
新
制
度
に
よ
る
試
験
が
行

わ
れ
て
相
当
期
間
を
経
過
し
た
の
で
す

が
そ
の
合
格
率
は
旧
制
度
の
と
き
に
く

ら
べ
て
あ
ま
り
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
な
ぜ
合
格
率
が
悪
い
の
か
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
と
、

・
正
誤
式
の
試
験
方
法
に
馴
て
い
な
い

・
教
則
の
内
容
を
十
分
理
解
し
て
い
な

　
い
。
教
則
が
あ
る
こ
と
す
ら
知
ら
な
い
受

　
験
者
が
多
い
。

・
問
題
集
の
み
で
受
験
し
て
い
る
た
め

　
体
系
的
な
理
解
が
な
さ
れ
て
い
な
い

　
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
後
運
転
免
許
を
と
ろ
う
と
す
る
方
へ

忠
告
す
る
な
ら
、
ま
ず
、
な
ん
と
い
っ

て
も
教
則
を
何
回
も
読
み
、
正
し
く
理

解
す
る
こ
と
。
つ
ぎ
に
、
試
験
に
の
ぞ

ん
だ
ら
間
題
を
じ
っ
く
り
読
ん
で
、
、
正

誤
の
判
断
を
的
確
に
す
る
と
い
う
こ
と

に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
簡
単
な
模
擬
試

験
に
よ
り
、
あ
な
た
の
安
全
運
転
に
つ

い
て
の
知
識
度
合
い
を
試
し
て
く
だ
さ

い
。
運
転
免
許
試
験
で
は
九
〇
％
以
上

が
合
格
で
す
が
、
こ
の
程
度
な
ら
満
点

は
と
り
た
い
も
の
で
す
。

　
H
模
擬
試
験
問
題
”

L
　
安
全
運
転
の
知
識

　
　
ア
、
急
力
ー
ブ
を
走
行
す
る
場
合

　
　
　
は
遠
心
力
の
影
響
を
受
け
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
頁
へ
続
く
）



　
　
　
　
で
、
速
度
を
落
と
し
て
エ
ン
ジ

　
　
　
　
ン
ブ
レ
ー
キ
を
き
か
せ
て
走
行

　
　
　
す
る
の
が
よ
い
◎

　
　
イ
、
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
だ
ら
横
す

　
　
　
べ
り
し
た
の
で
、
さ
ら
に
強
く

　
　
　
踏
み
、
ハ
ン
ド
ル
で
車
の
方
向

　
　
　
を
な
お
す
。

　
　
ウ
、
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
と
き
は

　
　
　
強
く
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
で
車
輪

　
　
　
の
回
転
を
と
め
る
ほ
う
が
よ
い

　
　
エ
、
二
輪
車
で
カ
ー
ブ
を
走
行
す

　
　
　
る
と
き
は
直
線
部
分
で
十
分
減

　
　
　
速
し
て
、
カ
ー
ブ
の
後
半
で
、

　
　
　
や
や
バ
ク
ー
オ
ン
（
速
度
を
あ

　
　
　
げ
る
）
で
走
行
す
る
の
が
よ
い

乞
　
一
般
走
行
の
知
識

　
　
ア
、
交
差
点
に
お
い
て
右
折
す
る

　
　
　
場
合
は
ま
ず
対
向
直
進
車
、
左

　
　
　
折
車
を
先
に
と
お
し
、
そ
の
後

　
　
　
安
全
を
た
し
か
め
て
右
折
す
る

　
　
　
べ
き
で
あ
る
。

　
　
イ
、
信
号
機
の
な
い
幅
員
の
ほ
ぼ

　
　
　
同
じ
く
ら
い
の
交
差
点
の
通
過

　
　
　
方
法
は
、
ま
ず
先
入
車
が
優
先

　
　
　
す
る
。

　
　
ウ
、
信
号
機
の
「
青
色
」
燈
火
は

　
　
　
「
進
め
」
の
命
令
で
は
な
い
。

　
　
　
交
通
混
雑
な
ど
で
交
差
点
や
横

　
　
　
断
歩
道
上
で
動
き
が
と
れ
な
く

　
　
　
な
る
よ
う
な
場
合
は
、
あ
え
て

　
　
　
進
ん
で
は
な
ら
な
い
。

　
　
エ
、
毎
時
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

　
　
　
速
度
か
ら
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

　
　
　
前
後
の
速
度
に
落
と
せ
ば
徐
行

　
　
　
し
た
と
い
え
る
。

よ
　
高
速
走
行
時
の
知
識

　
　
ア
、
高
速
自
動
車
国
道
を
走
行
す

　
　
　
る
と
き
は
、
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧

　
　
　
を
少
し
低
め
に
し
た
ほ
う
が
よ

　
　
　
い
。

　
　
イ
、
高
速
自
動
車
国
道
で
の
ブ
レ

　
　
　
ー
キ
操
作
は
、
ス
イ
ッ
チ
を
切

　
　
　
っ
て
か
ら
、
ブ
レ
ー
キ
を
踏
む

　
　
　
の
が
よ
い
。

　
　
ウ
、
高
速
自
動
車
国
道
で
の
前
車

　
　
　
と
の
車
間
距
離
は
、
お
お
む
ね

　
　
　
走
行
速
度
を
メ
！
ト
ル
に
お
き

　
　
　
か
え
た
く
ら
い
の
距
離
が
よ
い

　
　
エ
、
高
速
運
転
中
の
ハ
ン
ド
ル
操

　
　
　
作
は
で
き
る
限
り
小
さ
く
、
か

　
　
　
つ
、
必
要
最
小
限
度
に
行
な
う

　
　
　
の
が
よ
い
。

　
（
正
解
は
本
誌
最
終
ぺ
ー
ジ
参
照
）

患
者
輸
送
車
が
運
行
い
た
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
山
・
滝
沢
な
ど
四
地
区
へ

▽
．
：
　
八
月
一
日
か
ら
患
者
輸
送
車
を
次
の
計
画
の
と
お
り
運
行
い
た
し
て
お
…
△

▽
…
り
ま
す
。
運
行
部
落
へ
の
一
般
的
ご
用
の
方
も
ご
利
用
下
さ
い
。
　
　
　
…
△

▽
．
：
な
お
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
照
会
は
町
役
場
総
務
課
へ
。
　
　
　
　
　
…
△

患者輸送車運行計画

路線名
運行
曜日
役場前
発時刻

終点発
時　刻 途中下車場所 役場言到着時亥

下山線

火
8．30 9．00 大正医院前

高橋茶舗前
松代病院前

9．50

13．30 14．10 14．40

木
8．30 9．00 大正医院前

高橋茶舗前
松代病院前

9．50

13．30 14．10 14．40

滝沢線

火 8．30 9．00 大正医院前　犬　伏
松代病院前　片桐山

9．50

13．30 14．10 14．40

金 8．30 9．00 大正医院前　犬　伏
松代病院前　片桐山

　9．50

1414013．30 14．10

田代線

月
一
　
　
一
金

8．30 9．00 大正医院前
旭　　堂　　前

松代病院前

9．50

13．30 14．lol 14．40

　9．50

14．40

8．30 9．00E　大正医院前
　旭　　堂　　前
　松代病院前13．30 14．10

東山線

月
8．30 9．10 大正医院前　海老入口

松代病院前　海　　老
　9．50
　ユ　　　　　　　　　ゴ　　　　　　　　

15．0013．30 14．20

木 8．30 9．10　　大正医院前　海老入口
14．20一松代病院前　海　　老

9．50

13．30 15．00

前
刻

　
注
意
　
ー
、
都
合
に
よ
り
時
間
に
多
少
の
ズ
レ
が
あ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
2
、
時
間
の
変
更
、
休
止
の
場
合
は
部
落
放
送
で
連
絡
致
し
ま
す
・

　
　
　
　
3
、
燃
料
費
と
し
て
、
1
回
の
乗
車
に
5
0
円
を
丁
戴
致
し
ま
す
。
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．
。
．
σ
《
働
．
・
・
ゆ
ぐ
。
D
．
3
》
・
9
．
・
の
、
…
．
《
・
の
・
、
～
φ
9
。
・
・
》
．
・
」
、
・
3
・
9
（
ノ
．
～
、
●
。
》
．
．
・
3
～
．
3
も
ぐ
監
●
一
，

　
　
　
新
潟
県
警
官
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
採
用
試
験
が
行
な
わ
れ
ま
す

募集警察官
　
昭
和
四
十
八
年
度
採
用
の

男
子
警
察
官
の
採
用
試
験
を

十
月
一
日
（
日
）
、
佐
和
田
町

村
上
市
、
新
潟
市
、
長
岡
市

上
越
市
の
五
か
所
で
行
な
い

ま
す
。

◎
受
験
資
格

　
・
大
学
卒
業
者
ま
た
は
明

　
　
春
三
月
末
ま
で
に
卒
業

　
　
見
込
み
の
人

　
・
そ
の
他
（
学
歴
は
問
わ

　
　
な
い
）

　
。
採
用
時
（
昭
和
四
十
八
年
四
月
一

　
　
日
）
で
十
八
才
以
上
二
十
八
才
未

　
　
満

◎
採
用
人
員
　
　
一
一
〇
名

◎
受
付
期
間

　
八
月
十
日
（
木
）
か
ら
九
月
二
十
五
目

　
（
月
）
ま
で

◎
そ
の
他

　
く
わ
し
く
は
、
近
く
の
警
察
署
、
派

　
出
所
、
駐
在
所
ま
た
は
警
察
本
部
警

　
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
松
代
幹
部
派
出
所
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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正
午
に
黙
と
う
を

全
国
戦
没
者
追
悼
式

　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
角
栄
総
理
の
式
辞

　
政
府
主
催
の
全
国
戦
没
者
追
悼
式
が

八
月
十
五
日
に
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ

ま
す
。

式
典
の
も
よ
う
は
、
十
一
時
五
十
分
頃

か
ら
、
N
H
K
、
民
放
等
の
テ
レ
ビ
、

’
ラ
ジ
オ
に
よ
り
中
継
放
送
さ
れ
る
予
定

で
す
。
こ
れ
ら
の
放
送
を
合
図
に
全
町

民
が
戦
没
者
の
ご
冥
福
を
祈
念
し
て
一

分
間
の
黙
と
う
を
さ
れ
る
よ
う
希
望
し

ま
す
。

式
典
当
日
は
、
公
的
機
関
は
半
旗
を
か

か
げ
る
よ
う
配
慮
願
い
ま
す
。

な
お
、
当
日
の
式
典
に
は
遺
族
の
代
表

皿”■■””“”””ll”ml”

8月15日

と
し
て
松
代
町
か
ら
蒲
生
の
山
岸
信
二

郎
さ
ん
が
参
列
さ
れ
ま
す
。

式
は
次
の
順
序
で
進
め
ら
れ
ま
す
。

開
式
の
辞
　
　
厚
生
政
務
次
官

天
皇
皇
后
両
陛
下
御
臨
場

式
辞
　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣

黙
と
う
　
　
　
正
午
か
ら
一
分
間

天
皇
陛
下
の
お
こ
と
ば

追
悼
の
辞
　
　
衆
議
院
議
長

　
　
　
　
　
．
参
議
院
議
長

　
　
　
　
　
　
最
高
裁
判
所
、
長
官

　
　
　
　
　
　
遺
族
代
表
（
一
名
）

天
皇
皇
后
両
陛
下
御
退
場

献
花
　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣
、
来
賓

　
　
　
　
　
　
厚
生
大
臣
、
地
方
公
共

　
　
　
　
　
　
団
体
代
表
、
遣
族
代
表

　
　
　
　
　
　
（
各
都
道
府
県
か
ら
各

　
　
　
　
　
　
一
名
）

閉
式
の
辞
　
　
厚
生
事
務
次
官

　
　
　
　
　
　
　
（
担
当
社
会
福
祉
係
）

松
代
町
戦
没
者
慰
霊
祭
・

　
　
八
月
二
十
五
日
　
広
徳
寺
で

　
恒
例
の
遺
族
会
主
催
に
よ
る
松
代
町

戦
没
者
の
合
同
慰
霊
祭
が
、
今
年
は
松

代
の
広
徳
寺
で
八
月
二
十
五
日
午
前
十

時
か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
。
ご
遺
族
多
数

の
参
列
を
希
望
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
担
当
社
会
福
祉
係
）

畦
圃
、
＝
＝
・
一
圏
＝
＝
矩
煽
＝
髄
＝
輝
、
獲
＝
．
．
擁
崔
－
碍
．
煙
。
．
臆
＝
麺
＝
樋
＝
捕
、
場
＝
、
．
田
－
、
．
．
．
．
、
－
－
、
．
．
．
、
、
一
．
．
．
＝
．
、
．
－
．
．
、
．
．
．
．
．
、
．
．
．
、
、
．
一
…
一
．
．
一
、
、
、
、
＝
目
．
、
．
、
．
．
．
－
．
、
、
．
．
、
．
．
畔

二
つ
ほ

め
員
、
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
で
も

罰
誓
…
目
…
目
顧
…
醤
…
…
…
一
曇
…
■
－
…
□
－
＝
騨
…
…
…
…
■
目
…
＝
＝
…
…
一
ロ
■
■
…
ヨ
…
－
－
一
一
≡
脚
＝
…
－
－
…
垂
一
一
＝
言
…
…
■
■
＝
…
■
…
旧
－
…
重
≡
一
昂

一
、
ほ
め
る
こ
と
は
よ
い
人
格
づ

　
　
く
り
の
基
礎
で
す
。
・

　
人
間
誰
し
も
、
ほ
め
ち
れ
て
悪
い
気

持
ち
の
す
6
人
は
あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
は
家
族
の
一
貫
と
し
て
認
め
ら

れ
た
い
、
レ
大
事
に
さ
れ
た
凝
と
い
う
願

い
を
持
っ
て
い
ま
す
σ

学
校
に
お
い
て
も
一
生
徒
ど
し
て
、
あ

る
い
は
、
グ
や
㌧
フ
の
一
員
と
し
て
認

め
ら
れ
た
い
と
い
う
欲
求
を
心
の
底
に

い
つ
も
持
っ
て
い
ま
す
。
職
場
で
も
同

じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。

そ
れ
な
の
に
自
分
と
い
う
も
の
が
、
ほ

め
ら
れ
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
な
ぐ
、
逆

に
、
叱
ら
れ
巻
ば
か
り
と
い
っ
た
子
ど

も
は
、
心
が
い
つ
も
、
む
や
も
や
し
ぞ

お
ち
つ
き
の
な
い
、
人
の
顔
色
ば
か
ヶ

気
に
す
る
。
・
か
げ
ひ
な
た
の
あ
る
子
ど

も
に
な
ヴ
で
し
ま
い
ま
す
。
．
．

二
、
ど
ん
な
子
供
で
屯
必
ず
低
め

　
　
る
と
こ
ろ
は
あ
る
も
の
で
す

　
こ
ん
な
こ
蓄
鑑
蕊
横
む
す
る

し
『
か

家
庭
で
も

と
か
、
増
長
さ
せ
て
は
困
る
と
い
っ
た

ゲ
チ
な
考
え
方
は
捨
て
た
い
も
の
で
す

い
つ
も
、
子
ど
庵
達
の
行
為
を
温
か
く

見
守
っ
て
“
る
親
で
あ
り
教
師
で
あ
り

上
司
で
あ
れ
ば
、
ほ
め
る
に
値
す
る
と

こ
ろ
を
さ
が
し
出
し
て
、
ほ
め
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
す
。

　
ほ
め
る
と
い
う
こ
ど
は
、
そ
の
行
為

な
り
努
力
を
認
め
る
ば
か
り
で
な
く
、

さ
ら
に
、
子
ど
も
に
自
信
を
も
た
せ
る

と
と
も
に
、
進
ん
で
よ
い
行
い
を
し
よ

ケ
ど
い
う
、
意
欲
を
も
た
せ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
－
　
（
担
当
社
会
福
祉
係
）

一
問
．
哩
。
あ
な
た
は
血
圧
忙
つ
い
て
正

一
－〇
一
し
い
知
識
を
お
も
ち
で
す
か

一
の
蔽
⑰
鎚
部
離
％

マ
7
ち
が
っ
て
い
る
も
の
綜

ヌ
一
－
×
を
つ
け
て
下
さ
い
．
。
』

τ
一
L
幾
礁
雛
咋
、
－
一

一
圧
㎜
乞
血
圧
が
低
い
の
は
、
貧
血

　
　
　
　
！
・
み
証
拠
で
あ
為
汐
益
　
し

　
職
場
で
も

腿1量■翻1”旧■1”ll旧醗11翻田

④
高
血
圧
症
の
九
割
以
上
は
原
因
が
わ

　
か
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
（
　
）

4。

両
親
が
高
血
圧
で
あ
る
と
、
子
ど
も

　
も
高
血
圧
に
な
り
や
す
い
（
　
　
）

与
急
に
寒
い
思
い
を
す
る
と
血
圧
が
あ

　
が
り
や
す
い
。
　
　
　
　
（
　
）

愈
高
血
圧
が
長
く
つ
づ
く
と
脳
、
・
心
臓

　
腎
臓
な
ど
に
障
害
を
お
こ
し
や
す
く

な
る
。
、
　
　
　
　
　
　
（
　
）

乳
酒
を
の
む
と
高
血
圧
に
な
り
や
す
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
）

琶
血
の
中
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
多
い

　
と
、
血
圧
が
あ
が
り
や
す
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
）

駄
高
血
圧
の
人
は
、
肉
や
バ
タ
ー
を
食

　
べ
て
は
い
け
な
い
。
　
　
（
　
）

⑩
高
血
圧
と
わ
か
っ
た
ら
、
ク
ス
リ
で

　
下
げ
て
お
く
の
が
安
全
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
）

　
　
　
　
正
解
．

○
…
－
3
、
4
、
亙
略

×
－
…
i
、
2
、
7
．
、
．
8
、
9
、
1
0

じ
ユ
ヨ
コ
ヨ
コ
ぽ
ヨ
ヨ
ぽ
ロ
ロ
ロ
ロ
ぽ
ロ
ロ
お
ヨ
ぽ
ロ
コ
ヨ
ロ
ヨ
　
ヨ
コ
ロ
ヨ
る
ヨ
ロ
ぽ
ヨ
ヨ
ビ
ヨ
ぽ
ヨ
ロ
ロ
コ
ヨ
ぽ
ト

　
ヒ
の
頁
の
記
事
に
つ
い
て
の
照
会
は
、

　
篇
社
会
課
の
各
担
当
係
へ
し
て
下
さ
い
。



明
日
の
生
活
に
豊
さ
を
求
め
て

　
　
出
稼
組
合
定
期
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皆
ん
な
で
話
し
あ
お
う

　
松
代
町
出
稼
組
合
の
第
十
回
定
期
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

総
会
は
、
皆
ん
な
の
話
し
合
い
の
場
で

す
。
安
全
に
し
て
有
利
な
職
場
の
確
保

健
原
管
理
、
労
使
協
議
会
の
問
題
な
ど

当
面
す
る
閲
題
も
数
砺
ノ
く
あ
る
は
づ
で

す
、
日
頃
の
考
え
、
意
見
、
主
張
を
こ

の
機
会
に
充
分
出
し
て
話
し
合
い
ま
し

よ
う
o

今
年
は
幸
い
講
師
と
し
て
、
出
稼
問
題

で
は
上
越
南
（
高
田
）
職
業
安
定
所
長

健
康
管
理
の
問
題
で
は
大
島
保
健
所
長

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
専
問
の
話
し
が
開
け

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

よ
り
良
い
生
活
を
産
み
出
す
た
め
に
、

有
利
な
出
稼
ぎ
を
す
る
た
め
に
、
全
員

ご
出
席
下
さ
い
。

と
き
八
月
十
八
日
午
前
九
時
開
会

と
こ
ろ
　
松
代
町
役
場
　
第
一
会
議
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
担
当
職
業
係
）

たちの遊び場だ！／ぽく

う“♂よζ
新設

遊
を

　
　
　
所

よく
も13ケ

中
年
イ
今

　
　
、
で気元

　
子
ど
も
を
事
故

や
災
害
か
ら
守
る

と
と
も
に
、
伸
び

の
び
と
す
こ
や
か

に
育
つ
こ
と
を
願

っ
て
、
松
代
町
で

は
昨
年
か
ら
子
ど
も
の
遊
び
場
づ
く
り

に
乗
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
住
民
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
て
今
年
も
十
三
か
所
新
設
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
昨
年
十
二
か
所
作
り

ま
し
た
の
で
併
せ
て
二
十
五
か
所
と
な

り
、
子
ど
も
た
ち
は
勿
論
、
各
方
面
か

子ども達が楽しそうに遊ぶ「千年児童遊園地」

ら
鳶
口
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
折
角
つ
く
っ
て
い
た
だ
い
た
遊
び
場

で
す
の
で
、
子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
楽

し
く
遊
べ
る
よ
う
、
環
境
や
遊
具
の
管

理
を
充
分
に
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
区

長
さ
ん
を
始
め
住
民
の
方
々
に
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
遊
び
場
づ
く
り
は
、
そ
の
地
域

の
子
ど
も
た
ち
が
遊
べ
る
だ
け
の
広
さ

の
場
所
を
見
つ
け
、
又
は
作
っ
て
下
さ

っ
た
と
こ
ろ
へ
町
が
遊
具
（
ジ
ヤ
ン
グ

ル
ジ
ム
、
ブ
ラ
ン
コ
、
ス
ベ
リ
台
、
低

鉄
棒
）
を
無
料
で
交
付
す
る
仕
組
み
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
次
の
地
域
に
遊
び
場
が
で
き

て
い
ま
す
。

松
代
、
小
荒
戸
、
菅
刈
、
田
沢
、
小
屋

丸
、
池
之
畑
、
桐
山
、
蓬
平
、
犬
伏
、

孟
地
、
片
桐
山
、
苧
島
、
田
之
倉
、
仙

納
、
莇
平
、
小
貫
、
名
平
、
蒲
生
、
福

島
、
奈
良
立
、
室
野
、
峠
、
木
和
田
原

児
童
安
全
施
設

　
千
年
（
昨
年
完
成
）
　
松
代
（
十
月

完
成
予
定
）

　
　
　
　
　
　
　
（
担
当
社
会
福
祉
係
）

戸
籍
の
窓
ロ
か
ら

　
　
　
　
　
（
担
当
戸
籍
住
民
登
録
係
）

七
月
受
付
分
　
（
受
付
順
）

蒔
つ
こ
ん
蔑

お
め
で
ζ
つ
耐
衡

高
橋
重
春
．
高
橋
キ
ョ
子
　
（
莇
　
平
）

池
田
克
己
．
西
潟
き
み
子
　
（
田
野
倉
）

鑓讐小
堺
　
　
勝

若
井
　
美
加

西
片
栄
一

宮
沢
幸
子

市
川
佐
久
美

小
堺
　
正
三

柳

宏
之

小
堺
　
弘
也

宮
沢
由
紀
子

お
く
や
み

（
死
亡
）

酵
磐
男

東
　
治

博
子
長
女

善
一
郎

ト
キ
長
男

騨
灘
三
女

角
　
治

（
儀
明
）

（
蓬
平
）

（
菅
刈
）

（
下
山
）

ゆ
み
子
二
女
（
池
之
畑
）

搬
肝
三
男

穆
暫
男

憩
蓑
男

　
儀
　
一

　
り
よ
子
長
女

柳宮市桑
　沢川原

サ庄ト猶
ヨ吉ラ市

八
二
才

七
五
才

七
三
才

七
七
才

（
儀
明
）

（
松
代
）

（
蒲
生
）

（
下
山
）

（
桐
山
）

（
田
沢
）

（
下
山
）

（
菅
刈
）

巳
昌
隅
一
口
徊
一
■
■
廟
口
膠
口
■
層
鱈
昌
鳳
巳
口
属
曽
昌
島
昌
昌
鷹
昌
一
嘔
鵬
■
一
一
一
騰
■
圏
圏
■
鳳
口
巴
鳳
■
巴
圏
■
］
暉
属
巳
闘
■
周
鳳
国
■
■
口
翼
■
‘
属
国
一
■
■
目
■
昂
・
一
■
爾
■
一

　
こ
の
頁
の
記
事
に
つ
い
て
の
照
会
は
、

社
会
課
の
各
担
当
係
へ
し
で
下
さ
い
。

（、7）



マ
イ
ホ
ー
ム
と
税
の
軽
減
“
i

◎
　
住
宅
取
得
控
除

　
4
7
・
1
・
1
～
48
・
口
・
a
ま
で
の
間
に

新
築
工
事
に
着
手
し
た
り
、
新
築
後
使

用
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
を
買
い
入
れ
た

と
き
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
れ
ば
そ

の
取
得
価
額
の
ー
％
（
最
高
2
万
円
）
が

そ
の
家
屋
に
居
住
し
た
年
以
後
3
年
間

所
得
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
確
定
申

告
に
は
次
の
書
類
も
必
要
で
す
か
ら
紛

失
し
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

　
建
築
確
認
通
知
書
の
写
、
叉
は
設
計

　
図
の
写
、
取
得
し
た
家
屋
の
登
記
簿

　
謄
（
抄
）
本
、
請
負
契
約
書
、
売
買
契

　
約
書

◎
　
住
宅
貯
蓄
控
除

　
4
3
●
1
・
1
～
49
・
口
・
斜
ま
で
の
間
に

地
方
住
宅
供
給
公
社
、
住
宅
金
融
公
庫
、

日
本
住
宅
公
団
、
金
融
機
関
、
社
内
予
金

の
受
入
れ
を
し
て
い
る
勤
務
先
、
保
険

会
社
な
ど
と
結
ん
だ
住
宅
貯
蓄
契
約
や

勤
労
者
財
産
形
成
促
進
法
に
よ
る
財
形

貯
蓄
で
一
定
の
要
件
に
あ
て
は
ま
れ
ば

1
年
間
に
積
立
て
な
ど
し
た
金
額
の
4

％
（
最
高
2
万
円
）
が
所
得
税
額
か
ら
差

し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
　
贈
与
税
の
節
税

　
共
か
せ
ぎ
の
夫
婦
が
お
互
い
に
資
金

を
出
し
合
っ
て
取
得
し
た
不
動
産
の
名

義
を
夫
に
す
る
と
、
妻
の
出
し
た
資
金

に
つ
い
て
は
夫
へ
の
贈
与
と
な
り
贈
与

税
が
か
N
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き

は
出
し
合
っ
た
資
金
の
額
に
応
じ
た
持

分
を
定
め
、
共
有
の
登
記
に
す
れ
ば
贈

与
税
は
か
N
り
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
税
務
署
に
お
尋
ね
下
さ
い

忘
れ
な
い
で
〃
”

郵
便
番
号
は
住
所
の
一
部

　
日
ご
ろ
み
な
さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
る
郵
便
番
号
は
、
四
十
三
年
七

月
に
発
足
し
て
七
月
で
五
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。

　
郵
便
番
号
は
、
郵
便
局
の
受
持
区
域

を
系
統
的
に
数
字
で
あ
ら
わ
し
た
も
の

で
、
郵
便
の
安
定
し
た
サ
：
ビ
ス
維
持

に
大
き
な
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
現
在
で
は
、
郵
便
番
号
自
動
読
取
区

分
機
が
配
備
さ
れ
て
い
な
い
郵
便
局
で

も
全
て
郵
便
番
号
に
よ
り
区
分
け
を
し

て
い
ま
す
。

　
わ
ず
か
な
番
号
無
記
入
の
郵
便
物
が

郵
便
の
全
体
の
流
れ
に
大
き
な
負
担
を

か
け
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
す
べ
て

の
郵
便
物
に
（
あ
て
名
・
差
出
人
の
住

所
と
も
）
郵
便
番
号
を
ご
記
入
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ー
最
近
の
番
号
記
入
状
況
i

て
が
み
　
長
野
県

　
　
　
　
新
潟
県

は
が
き
　
長
野
県

　
　
　
　
新
潟
県

九
六
・
四
％

九
四
・
九
％

九
六
・
七
％

九
六
・
四
％

⑱
電
話
番
号
の
異
動

・
新
設

松
代
　
〃

　
　
〃
桐
山

蒲
生

・
改
番
松
代

　
　
〃
儀
明

　
　
〃
海
老
松
代

市
川
政
吉
　
　
　
　
三
〇
三

山
加
貝
モ
ー
タ
：
ス

　
　
（
古
町
）
　
　
三
〇
六

関
谷
耕
策
　
　
　
六
三
〇
七

桐
山
教
員
住
宅
　
九
五
八
五

柳
　
義
光
　
　
　
九
二
九
六

町
民
第
三
プ
ー
ル
八
五
七
七

小
堺
嘉
一

石
口
美
容
院

儀
明
分
校

小
堺
忠
平

中
島
音
作

平
元
畳
店

九
一
六
八

　
三
〇
七

山
ハ
○
山
ハ
一
二

八
七
五
五

九
七
四
一

　
三
〇
八

塾
電
話
を
じ
よ
う
ず
に

　
　
　
使
い
ま
し
よ
う

◎
電
話
の
ラ
ツ
シ
ユ
ア
ワ
！
。

　
　
電
話
の
ラ
ツ
シ
ユ
ア
ワ
ー
は
早
朝

　
六
時
か
ら
七
時
三
十
分
ご
ろ
ま
で
と

　
夜
間
は
九
時
か
ら
十
時
ま
で
の
時
間

　
で
す
。
急
が
な
い
通
話
は
こ
の
時
間

　
を
さ
け
る
の
が
よ
い
で
し
よ
う
。

◎
電
話
番
号
を
確
め
て
。

　
　
あ
な
た
は
記
憶
だ
け
で
ダ
イ
ヤ
ル

　
（
ハ
ン
ド
ル
）
を
廻
し
て
い
ま
せ
ん

　
か
？
、
電
話
番
量
簿
に
よ
り
相
手
の

　
番
号
を
確
め
て
お
か
け
下
さ
い
。

（8）

◎
電
話
の
夜
間
割
引
き
は
。

　
　
次
の
地
域
は
夜
間
割
引
に
な
り
ま

　
せ
ん
。

　
柏
崎
・
柿
崎
・
直
江
津
・
高
田
．
新

　
井
・
糸
魚
川
・
長
岡
・
栃
尾
・
小
出

　
六
日
町
・
湯
沢
・
十
日
町
．
飯
山
．

　
長
野
。

　
　
　
　
　
　
（
安
塚
電
報
電
話
局
）

L2．3．

教
則
理
解
度
腕
だ
め
し
解
答

ア
ー
○

ギ
ャ
を
ニ
ユ
ー
ト
ラ
ル
に
し
た
り

ク
ラ
ッ
チ
を
切
っ
て
の
走
行
は
、

随
力
が
つ
い
て
危
険
で
あ
る
。

イ
ー
×

ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
で
横
す
べ
り
が

起
き
た
場
合
は
、
ブ
レ
ー
キ
を
踏

ん
だ
り
ゆ
る
め
た
り
し
て
車
輪
の

ロ
ツ
ク
状
態
（
動
き
が
止
ま
る
こ

と
）
を
解
消
し
、
ハ
ン
ド
ル
で
車

の
方
向
を
た
て
な
お
す
が
よ
い
。

ウ
ー
×

ブ
レ
ー
キ
を
踏
む
コ
ツ
は
、
車
輪

の
回
転
を
と
め
な
い
程
度
に
、
何

回
か
に
わ
け
て
踏
む
の
が
よ
い
。

エ
ー
○

ア
ー
○

道
交
法
第
三
七
条
の
規
定

イ
ー
×

先
入
車
優
先
の
規
定
は
、
昭
和
四

十
六
年
十
二
月
一
目
の
改
正
で
廃

止
さ
れ
る
。

ウ
ー
○

昭
和
四
十
六
年
十
二
月
一
日
改
正

で
新
た
に
規
定
さ
れ
た
。

エ
ー
×

徐
行
と
は
、
た
だ
ち
に
停
止
で
き

る
ぐ
ら
い
の
速
度
を
い
う
。

ア
ー
×

タ
イ
ヤ
が
加
熱
し
て
、
バ
ー
ス
ト

　
（
破
損
）
す
る
こ
と
が
あ
る
。

イ
ー
×

高
速
走
行
中
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け

る
と
き
は
、
低
速
ギ
ヤ
に
落
と
し

エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
を
き
か
せ
、

ブ
レ
1
キ
を
軽
く
断
続
的
に
踏
む

の
が
よ
い
。

ウ
i
O

時
速
一
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
と

き
は
、
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い

の
車
間
距
離
を
保
つ
の
が
よ
い
。

エ
ー
○


